
項　　　　　　　　目 検体数 分析方法 定量下限値

１） 水素イオン濃度 24

２） ＢＯＤ 24

３） ＣＯＤ 24

４） ＳＳ 24

５） 大腸菌数 24

６） アルキル水銀化合物 2

７） 水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 2

８） カドミウム及びその化合物 2

９） 鉛及びその化合物 2

１０） 有機リン化合物 2

１１） 六価クロム化合物 2

１２） 砒素及びその化合物 2

１３） シアン化合物 2

１４） ポリ塩化ビフェニル 2

１５） トリクロロエチレン 2

１６） テトラクロロエチレン 2

１７） ジクロロメタン 2

１８） 四塩化炭素 2

１９） １．２ージクロロエタン 2

２０） １．１ージクロロエチレン 2

２１） シスー１．２ージクロロエチレン 2

２２） １．１．１ートリクロロエタン 2

２３） １．１．２ートリクロロエタン 2

２４） １．３ージクロロプロペン 2

２５） チウラム 2

２６） シマジン 2

２７） チオベンカルブ 2

２８） ベンゼン 2

２９） セレン及びその化合物 2

３０） １，４－ジオキサン 2

３１） ほう素及びその化合物 2

３２） ふっ素及びその化合物 2

３３）
アンモニア、アンモニウム化合物、亜硝酸化
合物及び硝酸化合物

2

３４） 鉱油類含有量 2

３５） 動植物油脂類含有量 2

３６） フェノール類含有量 2

３７） 銅含有量 2

３８） 亜鉛含有量 2

３９） 溶解性鉄含有量 2

４０） 溶解性マンガン含有量 2

４１） クロム含有量 2

４２） 窒素含有量 2

４３） 燐含有量 2

別　表－１　　　　　　　　　　　放　　　流　　　水

平成１０年６月１６日（環・厚告　１）
　「一般廃棄物の最終処分場又は
　　産業廃棄物の最終処分場に係る
　　水質検査の方法」による。

基準値に対して
評価できる値を

定量下限値とする。



項　　　　　　　　　　　　目 検体数 分析方法 定量下限値

１） 電気伝導率 48 ＪＩＳ　Ｋ　０１０１　１２

２） 水素イオン濃度 48 ＪＩＳ　Ｋ　０１０２　１２．１

３） アルキル水銀化合物 4

４） 総水銀 4

５） カドミウム 4

６） 鉛 4

７） 六価クロム 4

８） 砒素 4

９） 全シアン 4

１０） ポリ塩化ビフェニル 4

１１） トリクロロエチレン 4

１２） テトラクロロエチレン 4

１３） ジクロロメタン 4

１４） 四塩化炭素 4

１５） １．２－ジクロロエタン 4

１６） １．１－ジクロロエチレン 4

１７） １．２ージクロロエチレン 4

１８） １．１．１－トリクロロエタン 4

１９） １．１．２－トリクロロエタン 4

２０） １．３ージクロロプロペン 4

２１） チウラム 4

２２） シマジン 4

２３） チオベンカルブ 4

２４） ベンゼン 4

２５） セレン 4

２６） １，４－ジオキサン 4

２７） 塩化ビニルモノマー 4

別　表－２　　　　　　　　地下水、観測井NO1・No２・NO3

平成１０年６月１６日（環・厚告　１）
　「一般廃棄物の最終処分場又は
　　産業廃棄物の最終処分場に係る
　　水質検査の方法」による。

基準値に対して
評価できる値を

定量下限値とする。



項　　　　　　　　　　　　　目 検体数 分析方法 定量下限値

１） 水素イオン濃度 8

２） ＢＯＤ 8

３） ＣＯＤ 8

４） ＳＳ 8

５） 大腸菌数 8

６） アルキル水銀化合物 4

７） 水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 4

８） カドミウム及びその化合物 4

９） 鉛及びその化合物 4

１０） 有機リン化合物 4

１１） 六価クロム化合物 4

１２） 砒素及びその化合物 4

１３） シアン化合物 4

１４） ポリ塩化ビフェニル 4

１５） トリクロロエチレン 4

１６） テトラクロロエチレン 4

１７） ジクロロメタン 4

１８） 四塩化炭素 4

１９） １．２ージクロロエタン 4

２０） １．１ージクロロエチレン 4

２１） シスー１．２ージクロロエチレン 4 　　　　　　　　　　　　※（５項目+３７項目)

２２） １．１．１ートリクロロエタン 4

２３） １．１．２ートリクロロエタン 4

２４） １．３ージクロロプロペン 4

２５） チウラム 4

２６） シマジン 4

２７） チオベンカルブ 4

２８） ベンゼン 4

２９） セレン及びその化合物 4

３０） １，４－ジオキサン 4

３１） ほう素及びその化合物 4

３２） ふっ素及びその化合物 4

３３）
アンモニア、アンモニウム化合物、亜硝酸化
合物及び硝酸化合物

4

３４） 鉱油類含有量 4

３５） 動植物油脂類含有量 4

３６） フェノール類含有量 4

３７） 銅含有量 4

３８） 亜鉛含有量 4

３９） 溶解性鉄含有量 4

４０） 溶解性マンガン含有量 4

４１） クロム含有量 4

４２） 窒素含有量 4

４３） 燐含有量 4

別　表－３　　　　　　　　　　保　　　有　　　水

平成１０年６月１６日（環・厚告　１）
　「一般廃棄物の最終処分場又は
　　産業廃棄物の最終処分場に係る
　　水質検査の方法」による。

基準値に対して
評価できる値を

定量下限値とする。



項　　　　　　　　　　　　　目 検体数 分析方法 定量下限値

１） 電気伝導率 36 ＪＩＳ　Ｋ　０１０１　１２

２） 水素イオン濃度 36 ＪＩＳ　Ｋ　０１０２　１２．１

３） アルキル水銀 3

４） 総水銀 3

５） カドミウム 3

６） 鉛 3

７） 六価クロム 3

８） 砒素 3

９） 全シアン 3

１０） ポリ塩化ビフェニル 3

１１） トリクロロエチレン 3

１２） テトラクロロエチレン 3

１３） ジクロロメタン 3

１４） 四塩化炭素 3

１５） １．２ージクロロエタン 3

１６） １．１ージクロロエチレン 3

１７） １．２ージクロロエチレン 3

１８） １．１．１ートリクロロエタン 3

１９） １．１．２ートリクロロエタン 3

２０） １．３ージクロロプロペン 3

２１） チウラム 3

２２） シマジン 3

２３） チオベンカルブ 3

２４） ベンゼン 3

２５） セレン 3

２６） １，４－ジオキサン 3

２７） 塩化ビニルモノマー 3

別　表－４　　　　　　被圧地下水、観測井上流・下流

　　被圧地下水・観測井上流・下流　

平成１０年６月１６日（環・厚告　１）
　「一般廃棄物の最終処分場又は
　　産業廃棄物の最終処分場に係る
　　水質検査の方法」による。

基準値に対して
評価できる値を

定量下限値とする。



項　　　　　　　　　　目 検体数 分析方法 定量下限値

１） ダイオキシン類 8
平成１２年１月１４日（環・厚告　１）
  「最終処分場に係るダイオキシン類
　  の水質検査の方法」による。

２） 電気伝導率 8 ＪＩＳ　Ｋ　０１０１　１２

8

平成１０年６月１６日（環・厚告　１）
　「一般廃棄物の最終処分場又は
　　産業廃棄物の最終処分場に係る
　　水質検査の方法」による。

基準値に対して
評価できる値を

定量下限値とする。

別　表－５　　　　　　　　ダイオキシン類

３） 浮遊物質 8

４） 水素イオン濃度



項　　　　　　　　　　　　　目 検体数 分析方法 定量下限値

１） メタン 5

２） 一酸化炭素 5

３） 二酸化炭素 5

４） ガス排出量 5

５） 温度 5

4 熱電対温度計地中温度　(４ヶ所×１回)

別　表－６　　　　　　　ガ　　ス　　分　　析　・　地　　中　　温　　度

　　直接捕集
　　　－ＧＣ（ＦＩＤ）
　　　　　もしくはＧＣ（ＴＣＤ）

ガス分析　(５ヶ所×１回)

基準値に対して
評価できる値を

定量下限値とする。


